
 

１ 開催日時 令和７年３月１０日（月）午前１０時００分～午前１１時３０分 

 

２ 場  所 大里中学校会議室 

 

 

３ 出 席 者 １４名 

 

４ 今年度の取組の報告と来年度に向けて 

（１）教育活動について 

  ・「特色ある学校づくり」実践報告、現職教育の取組報告 

  ・生徒の様子から 

（２）教育環境の整備について  

    ・２学期以降の環境整備状況、来年度に向けた備品・施設要望 

  ・部活動やコンクール等の表彰生徒について 

（３）教育活動に関するアンケート結果（学校評価）について 

  ・今年度の成果と課題              

  ・教育活動についての保護者の意見、要望 

５ 協議事項  

（１）令和７年度の大里中学校の学校運営方針についての説明 

     ・ 教育目標、目指す生徒像、経営方針、重点努力目標 

（２）今年度の学校運営協議会の取組について 

 

６   ３部会での話し合い（意見交換）  

（１）地域連携部 

    ・ 既に行われている地域との交流行事を更に充実させるため、中学生に「客として参

加するのではなく、自ら主体的に参画するという意識をもたせること」が大切である。 
 

 

 今回の学校運営協議会では、令和６年度の学校運営についての報告を行いました。ま

た、今年度の学校運営協議会の取組についてのご意見をいただき、引き続き地域ととも

にある学校づくりを進めていくことができるように、話し合いを行いました。 

 

 

 

 

 第３回 学校運営協議会報告 

 



 

 

○令和７年度 第１回学校運営協議会について 

 １ 開催日時  令和７年５月２７日（火） 午前中  

 ２ 場  所  大里中学校会議室 

 ３ 議  題  基本方針の説明・年間予定の説明・地域と連携した活動について 

 

  

・ 中学生が地域行事の準備段階から参加し、自分たちに何ができるかを考えさせなが 

ら取り組ませていきたい。 

・ 学校との地域連携を通して、中学生に地域で育ててもらったという意識をもたせたい。

それが、将来大人になったとき地域を支えていく原動力になると思う。 

・ 地域の行事は、中学生も含めてみんなが参加しやすい自由さ、参加できる体制づくり

が大切である。 

・ 大里中学校の生徒は、里中乱舞を通して、里中生としての意識や一体感が生まれて 

いるように感じる。地域で披露することもあり、地域連携の欠かせないものとなってい 

る。 

 

（２）学習支援部 

   ・ 次年度に向けて、大里中学校の生徒がキャリアの視点で身に付けてほしい能力を検 

討した。 

・ 他者を理解する力やコミュニケーション能力の向上に向けて、「ふれあいタイム」を有

効に活用していてよい。 

・ 情報収集、探索能力や職業理解能力は、２年生の職場体験学習を通して身に付     

けさせたい。 

・ 生徒の進路実現に向けて、キャリアプランニング能力を３年間で高めていってほしい。 

 

（３）地域安全部 

   ・ 自転車点検の際に、保険に加入しているかどうかを確認しておくとよい。事故は自身 

が遭うまで、他人事であることが多い。いざ事故に遭うと、思っている以上に責任が重

いことに気付かされる。 

・ 自転車も「軽車両」であることをもっと生 

徒に意識させるとよい。 

・ 雨天時のカッパの着用と保管について確 

認しておくとよい。 

・ 地域で中学生の成長を見守るという意識 

をＰＴＡや地域と協力して構築していく。 

  
 

 


